
 

【質問 Q に対する回答 A】2020（令和 2）年度 アンケートより抽出 

 

●Q1：又助池のできた経過の補足説明 

浦富の海岸砂丘ができた時に、その背後にあった古い蒲生川やその後の吉田川が川の流

れを左右に変えながら流れたため、新しい砂丘の発達とともに取り残されて湿地状となっ

てできたものです。（下の図の赤丸部分が又助池付近です）・・・2019 年度の回答です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上図の出典は、鳥取県教育研修センター：鳥取県野外学習指導テキスト第 4 集、1985） 

 

もう少しできた経過を考えてみましょう。 

又助池の近くには現在は吉田川が流れています。昔は蒲生川が流れていましたが、河川争

奪で西側へと流れてしまいました。岩美町の平野付近は厚い粘土層が堆積しています。（深

さ 20~40ｍ位まで）これは昔、海が入り込んでいたことを示しています。その後、砂丘が北

側の出口付近を塞いだため、吉田川が東側へと流れを変えてきました。 

又助池は山の麓にありますが、昔、海が入り込んでいた時に山が侵食され、その後、古い

蒲生川や新しい吉田川の流れが左右に変化して又助池の付近まで流れたことがあり、その

北側を砂丘が止めているために吉田川は東へと流れを変化した状態となりました。この時、

又助池付近は湿地状となり、表層には植物片を含んだ黒い泥が堆積しました。 

民家の付近は砂丘の砂が少し高い高まりを作り、そのさらに北にはもっと高い砂丘がで

きていることから、このような又助池の形成過程を想像することができます。 

現地で簡易ボーリングをしたときには、上の方は植物片を含んだ泥で、下の方から砂が多

くなってきていました。上の泥は砂丘でふさがれて沼地状になって堆積したもので、下の砂

は砂丘の形成に関わったものと考えられます。 

 

これらの様子を以下の図で見て、想像してください。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

又助池の位置と断面線位置図（黒線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

又助池-吉田川-浦富砂丘の断面略図（点線は昔の蒲生川・吉田川の推定氾濫域） 
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●Q2：級化構造の原理（礫の大きさと重さの違い） 

水中にいろいろな石や砂を静かに落とすと、石ころや砂の大きさによって大きなものか

ら先に沈んで、小さなものが上の方にたまってきます。このような堆積の構造を級化構造と

呼んでいますが、石の種類によっては小さくても重いものがあり、このような石は大きな軽

い石よりも先に沈んでいきます。 

例えば同じ大きさの凝灰岩（平均密度 2.3） 

や玄武岩（平均密度 2.9）などが一緒に 

あれば、平均密度の大きな玄武岩の方が 

先に沈んでいきます。 

（右表の岩石の乾燥密度の例を 

参照してください） 

水中での土粒子の沈降速度ｖは下式で 

示されます。 

ｖ＝gn（ρs－ρw）ｄ2／18η 

gn：重力加速度 

ρs：土粒子の密度 

ρw：水の密度 

ｄ：土粒子径 

η：水の粘性係数 

この式でわかるように、沈降速度 v は、土粒子の径 d と土粒子の密度ρs に比例して変化

します。従って、同じ粒径 d であっても土粒子密度ρs が大きければ沈降速度 v は大きくな

ります。また、同じような土粒子密度ρs であれば、土粒子径 d が大きいほど早く沈むこと

となります。 

 

 

右の写真の様に、実験では 

大きな石が下に、小さな石が 

上に沈んでいるのが分かります。 

色々な石が混じっていますが、 

石の密度にあまり差がないと 

大きさの順にきれいに堆積します。 

  

地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説、2009、p.190 



●Q3：鳥取県東部の大地を構成する地質と大山の関係 

下図は、鳥取県全体の山などが、どんな岩石（地質）でできているかを表した地質図です。 

（出典は、鳥取県のすぐれた自然、鳥取県、1995） 

鳥取県東部の山などの成因については、山陰海岸ジオパークの説明ガイドに記載されてい

ますので参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質図は、表層の部分をはぎ取って、その下を構成している岩石の種類を大まかに分類し

て表しています。鳥取県東部地区では大山の噴火に関連した岩石などはみられませんが、大

山が噴火したときの火山灰が広く表層付近を覆って分布しています。 

下の図は、大山が噴火したときに東へと火山灰が飛んだ範囲を表しています。赤丸の又助

池付近には、DKP（大山倉吉軽石、大山が約 5 万年前に噴火したときの火山灰）と呼ばれ

る黄色い火山灰が 1m 程度分布していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

山元孝広：大山火山噴火履歴の再検討、 

地質調査研究報告、NO.68、Vol.1、2017 



2019 年（令和元年）度 開催時にいただいた疑問への回答 

 

●Q1：地質調査はどんな時に行うのか？ 

地質調査は、地表面からは直接見えない地下のことを調べるために行います。 

地下の状態を調べるときはどんな時なのかといえば、その目的によって以下のように大別

されます。 

（1）鉱床探査：鉱体（金や銀、銅など）、石炭、油・ガスなどの存在を調査する 

（2）地質調査：その地域地盤の地質状況（地盤の種類や硬さ、構成）を調査する 

（3）基礎地盤調査：トンネル・ダム・道路・橋脚・建造物等の基礎の状況を調査する 

（4）地下水調査：地下を流れる地下水の状況を調査する 

 

私たちが住んでいる家の下の様子を知りたいときも、地質調査を行います。また、家の庭

に井戸を掘りたい時にも地質調査を行います。 

地質調査にはボーリングのように直接地下に穴をあけて土や岩石を採取する方法や、地

上から電気・電磁波や振動を地下に流して地下の様子を調べる方法もあります。調べるもの

が何かによっていろいろな方法を用います。 

 

 

ボーリングの機械で地下に 

穴をあけて、土や岩石を 

採取して観察する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

地表面をたたいたりして 

地下に伝わる振動の状態から 

地下の様子を調べる方法 

 

 

 

  



 

●Q2：下調べの資料はどこで見られるのか 

地質調査を行うときには、前もってその近くの情報を調べます。 

全国で多くのボーリング情報が公開されており、国土交通省をはじめとしたホームページ

などから見ることができます。 

例えば、国土地盤情報検索サイトや地盤情報サービスを行っている会社もあります。鳥取県

下では、鳥取地盤図（1981）、’96 鳥取地盤図などが印刷物としてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の図は'96 鳥取地盤図に示されている、県庁から市役所にかけての南北方向の地下の様

子を描いたものです。鳥取市内には厚い粘土層が分布していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●Q3：穴を掘ったらそのままですか 

ボーリングを行った穴は、そのままにしていると崩れてしまいます。特に地面の下に水

（地下水）があると簡単に崩れてしまいます。そのため、深い穴を掘るときには穴が崩れて

こないようにいろいろな工夫を行います。その一つに穴の開いた鉄管を掘る時に一緒に沈

めていきます。そして調査が終わるとこの鉄管も引き抜くのですが、そうすると周りの土が

崩れて、地表面に大きな穴ができてしまいます。調査をした周りに家などがあると、地面が

沈んだために家が傾いたりします。 

このようなことがないようにするために、ボーリングを行った穴は、土や石ころを穴に詰

めて周りの土が崩れてこないように手当てをします。 

なお、ボーリングの時に崩れないように使う鉄管は、昔は太い竹の節を抜いたものを使用

していました。 

また、ボーリングをしていると、地下水が噴き出したりガスが吹き上げたりすることがあ

り、とても危険です。このような時にも穴をふさぐのですが、無理にふさいでしまうと他の

ところに噴き出したりしますので、吹き上げた水やガスをそのまま逃がしてやることもあ

ります。 

ところで、山にトンネルを掘るのもボーリングと同じことなのですが、トンネル工事では

横穴を掘ると周りから崩れてこないように穴の周りをコンクリートで固めてしまいます。

その形は円形や馬蹄形などがありますが、この形が周りから押してくる圧力をかわすのに

都合がよいためです。 

 

●Q4：ボーリングの目的は？何のために穴を掘るのか 

この疑問は Q1 でお答えした内容と同じことになります。 

 

●Q5：又助池はどうやってできたのか 

この疑問については、座学の中でもお話ししました。 

浦富の海岸砂丘ができた時に、その背後にあった古い蒲生川やその後の吉田川が川の流

れを左右に変えながら流れたため、新しい砂丘の発達とともに取り残されて湿地状となっ

てできたものです。（下の図の赤丸部分が又助池付近です） 

 

 

 

 

 

 

 

 



2017 年（平成 29 年）度 開催時にいただいた疑問への回答 

 



 

 



2016 年（平成 28 年）度 開催時にいただいた疑問への回答 

 

 



 



 

 

 

 

 

  


